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新春のご挨拶

新春のご挨拶

一般社団法人 愛知県浄化槽協会

会長 加藤 銳吉

新年明けましておめでとうございます。

皆様におかれましては、お健やかに初春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年度の経済は、大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略の

「三本の矢」による一体的な取組のもと、個人消費などの支出の増加が生産の増加につながり

それが雇用・所得の増加をもたらすという実体経済の好循環の動きが始まりつつあります。

大企業においては、この流れに乗り好調に事業を展開する一方、中小企業にとっては、その

しわ寄せもあり事業展開が難しく、さらに本年4月からの消費税率の引き上げにより、景気

の低調が懸念されるところであります。

当協会におきましては、昨年4月1日から一般社団法人愛知県浄化槽協会として新たにス

タートし、合併処理浄化槽への転換促進や法定検査の受検率向上のため、新聞広告、テレビ

CM、主要駅でのキャンペーンなど普及啓発に努めて参りました。

また、昨年度まで愛知県が設置した『浄化槽法定検査受検率向上タスクフォース』におい

て、法定検査の受検率向上に向けた施策とその推進に係る事項の検討を進めて参りましたが

本年度には『愛知県浄化槽維持管理向上連絡会議』が新たに設置され、今後はタスクフォー

スにより洗い出された課題や問題を解決し、具体的な対策を推進するとともに、浄化槽の維

持管理全体の向上等を実現していくとしています。この事は何よりも、各関係機関が連携を

深め、協働を進めるための会議の場が引き続き設置され、取組が進められることに大きな意

義がございます。

平成23年に環境省が実施した東日本大震災浄化槽被害状況緊急調査では、全損の可能性

ありと判断した施設はわずかに3.8%である、と公表されており「災害に強い浄化槽」が再

確認された結果となり、関係者としては大変誇りに思います。

今年は、これまで以上に関係者と連携を図りながら当協会一丸となって社会的責任と役割

を果たし、浄化槽の普及促進や浄化槽の適正管理の推進など、各種の事業の一層の推進を通

じまして、水環境の保全と公衆衛生の向上に注力してまいる所存であります。

関係各位におかれましても倍旧のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

新年に当たり皆様方のますますのご繁栄と、ご健勝を心から祈念いたしましてご挨拶とさせ

ていただきます。

平成二十六年元旦
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新春のご挨拶

新春を迎えて

愛知県知事

大村秀章

あけましておめでとうございます。

県民の皆様方におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと存じます。

昨年は、円高是正、デフレ脱却に向けた政策が進められ、景気が緩やかに

回復に向かうなど、ようやく明るい兆しが見えた年でした。このような中で、

日本一の産業県・愛知が我が国の産業経済を牽引していくという決意のもと、

産業競争力の強化に全力で取り組んでまいりました。

今年は、こうした取組を一層発展させ、愛知の活力と豊かさを更に高めて
いくとともに、2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催

や、2027年のリニア中央新幹線の開業を視野に入れた地域づくりをしっかり

と進めてまいります。

このため、産業空洞化対策減税基金による日本一の補助制度を活用した企

業立地や研究開発に対する支援、航空宇宙や次世代自動車を始めとした次世

代産業の育成・振興、民間の力を引き出す規制改革の実現など、産業力の革

新的強化に全力で取り組んでまいります。

また、元気な愛知の基盤となる人づくりとして、愛知の産業を支えるモノ

づくり人材の育成、世界を舞台に活躍するグローバル人材の育成などに取り

組んでまいります。

さらに、利便性の高い交通体系の形成や、農業の高付加価値化、観光魅力
のPR強化などにより、愛知の総合力を一段と高めてまいります。そして、

女性の活躍推進・子育て支援や、障害者・高齢者福祉を始めとした福祉・医

療の充実、交通安全、地震防災対策の強化はもとより、学術、スポーツ、文

化、芸術面の魅力向上に取り組み、住みやすく、住んでいて楽しい地域づく

りにも力を注いでまいります。

また今年秋には、「ESDに関するユネスコ世界会議」、「技能五輪全国大

会・全国アビリンピック」が開催されます。地域が一丸となって成功に導き、

愛知の魅力を全国・世界に向けて発信してまいります。

これらの取組を通じて、「日本一元気な愛知」と豊かさを実感できる県民

生活の実現を目指してまいりたいと考えておりますので、県民の皆様の一層

のご理解とご支援をお願い申し上げます。

平成26年元旦

4.浄化槽あいち
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世界のナゴヤ

本物ナゴヤ
ぬくとい市民

名古屋市長

河村 たかし

あけましておめでとうございます。一般社団法人愛知県浄化槽協会の皆様には、健や

かに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年4月の市長選において、私は「世界のナゴヤ・本物ナゴヤ・ぬくとい市民」を掲

げました。税金を払うほうが苦労し、税金で食っているほうが楽をする社会ではいけな

い。庶民革命を実現したいというのが、従業員数名の家業経営の苦労を体験してきた私

の原点です。今後もパブリックサーバントであるという覚悟を忘れることなく、福祉に

教育に“あったきゃあ”市民を目指して市政を進めてまいりたいと考えています。

さて、名古屋市では、多様化・複雑化する市政の課題に的確に対応し、市民ニーズに

応えていくため、長期的展望に立ったまちづくりを明確化する次期総合計画を今年策定

するべく作業を進めています。2027年開通予定のリニア中央新幹線は、2014年

度中の着工が予定されるなど、いよいよ現実味が増してきています。東京へ人口や資本

が吸い取られるストロー現象が懸念されますが、逆に東西から吸い取るほどに、魅力と

活気にあふれる「世界のナゴヤ」となるには、人々から“おもしろい”と言ってもらえ

るまちでなければならないと考えています。

名古屋には、本物の草薙剣を有し、1900年の歴史を持つ熱田神宮や、古墳時代の

縮図と言われるほど古墳が密集する守山区上志段味地区など、数多くの歴史的・文化的

資産があります。また近代、産業に支えられ発展した名古屋ですが、そのルーツは、江

戸時代に尾張藩が大切にした木曽ヒノキとその加工技術にあり、ものづくり分野でも厚

みのある歴史があります。これらの魅力に磨きをかけ、本物性を追求して、日本を牽引

する“どえらけにゃあおもしろい”まちを目指してまいります。

世界と戦える強さと、身近であたたかい民主主義を兼備した、歴史に残るまち名古屋

に向けて、全力で取り組んでまいります。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

平成26年元旦
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